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Acrobat Readerの表示を、「全
体表示」にすることをお勧めし
ます。［表示］→[全体表示]で設
定が変わります。
また、大きなディスプレイでご
覧の方は、見開き表示にする
と、さらに見やすくなるかと思
います。［表示］→［見開きペー

ジ］をクリックしてください。



Poems Gallery.



Poem

by

Ippei

Nakasatoh

ボクにとってかわいいひとくちサイズの君に描くラブレターは

何よりも小さくて

あたたかいと思うよ

まだ君は気分屋のまま寝起きの声

二人分の幸せをどうぞ

そういって差し出したモデルを見て

笑うその笑顔のために今日はゆっくりしようか？

ゆとりメール



Poem

by

由香屁

忘レタフリヲシテ
リンゴハ  アイカワラズ赤イノニ
黄色ダト言イハル
ソンナ事シタッテ何モ変ワラナイノニ
ソレドコロカ
リンゴハ  マスマス赤クナッテユクノニ



Poem

by

Yoshi

ケンカをするから
仲の良いことに喜びを感じる

寂しい時間があるから
楽しい時間を満喫できる

そういうやりとりがあったから
愛情を膨らますことができたのだろう



詩
情
報

今のインターネットの世
界って、何だかんだ言っても
やっぱり文章、文字が主流で
す。そして、ディスプレイの
画面は疲れるという方が多
く、あまり文章量の多くな
い、読みやすいものが好まれ
るようです。
そうなると、比較的文章と
しては短く、読みやすい（？）
詩を載せるにはもってこい

なのであります。
事実、様々な詩のホームペー
ジが存在します。
このコーナーでは、そんな
詩のページから私なりに厳
選しまして、紹介したいと思
います。
定番中の定番や、ちょっと
マニアックな情報まで（？）
様々な視点から取り上げて
いきたいと考えています。



詩を見せたいのならココ!

NiftyServe
⇒ニフティのホームページ。会員登録はオン
ライン上でも行えます。

パソコン通信というのをご存知ですか？
よく、インターネットと混在してしまう方
がいるようですが、ちょっと違います。
  インターネットは世界規模で展開されて
いますが、パソコン通信の場合はその設立
した会社内だけでの展開なのです。まあ、
簡単に言えば、内輪だけの飲み会をパソコ
ン通信、合コンをインターネットと思って
ください（なんじゃそりゃ(^^;）。
  パソコン通信の世界では基本は文字だけ

です。個人まりとした世界なので、どうや
ら管理者の目が隅まで届くようです。各分
野の項目別にスッキリと別れています。さ
らに、その分野のコーナーにも、専用の管
理者がいるのでインターネットの世界に比
べて、キッチリとした感じがします。
  そのパソコン通信の最大手の会社が
「Nifty（ニフティ）」です。ここの会員数
は、なんと200万人以上いると言われてい
ます。日本のインターネット人口が1800万



⇒パソコン通信の観覧には、Telnetやニフティーマネージャーなどの専用ソフ
トで見る方が快適ですが、ブラウザ上でも見ることができます（画像は「詩の
フォーラム」）。Telnetは Windowsの付属ソフト・ニフティーマネージャーはフ
リーソフトで、雑誌などの付録のCD-ROMなどに収録されています。インターネッ
ト上でもダウンロードできますが、容量が大きいのでお勧めできません。

人いることを考えると、少なく感じます
が、内容から言うと、パソコン通信の方が
はるかに濃いのです。
  んで、そこにある、「詩のフォーラム」と
言われる場所。これがかなり盛んです。
パソコン通信には、掲示板のようなものが
あります。各分野のコーナーごとに設置し
てあり、そこに色々な人が書き込んでいく
わけです。
  詩のフォーラムの場合は、当然、そこに
は様々な人の詩が嫌というほど載っていま
す。そして、個人まりとした空間に、200万
人もの人がいるわけですか
ら、無限空間のインター
ネットに比べて、当然感想
なんかも結構な確率でもら
えたりするのです。
  しかも、お望みであるな
らば、作った詩の批評まで
してくれるところまであり
ます（ただし、相当自信のあ
る方でないと、メチャク
チャ言われてしまいます。
私も批判されたひとりです
（^^;あの時はショックでし
ばらく立ち直れなかった

（TT)）
  「Nifty」の場合、インターネット経由
の接続だと、月々1200で会員になれます。
特典として、メールとかホームぺージのス
ペース（LLMも Niftyのホームページを利
用して発信しています）まで付いてくるの
で、かなりお得だと思うのですが。
  自分の詩の向上を目指しているかたは、
Niftyはおすすめですよ（私はNiftyの回
し者ではありませんのであしからず(^^;）
-(記事：Yoshi)
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テーマは「カッコイイ物・光景」
技術はありません。
雰囲気を味わってください。



     100*148 A HAPPY NEW YEAR 2000



148*100安らぎ



ポストカードを作りたくて描き始めました。
小さいものが大好きなんです。
プリンタのインク代が安く済むというのもありますけど（笑）



148*100安らぎ



148*100朝食



148*100忘れたくないもの



見てくれてありがとう。
人に見てもらえるということは
とても嬉しいし、やる気が出ます。

そして必ず次に繋がるという確信も得ます。
次回もよかったら見てください。



私の好きな

デザイン
SANYOデジカメ

[DSC-200]

1

今、私が最も欲しいデジカメ。それは、
SANYOの[DSC-200]（写真は次ページ）。
  このデジカメの一番の売りは、シャッ
タースピードの速いことと、動画が撮影で
きること。なんと、撮影してから次の撮影
までの時間は0.75 秒だというのだから驚
き！動画は、標準で最
大30秒、エコノミー
だと 120 秒まで録画
できます。もちろん、
別売りの大容量のス
マートメディア（フ
ロッピーディスクの
ように記録できて、
小さく、そして記録
できる容量が大きい
もの）を買えば、さら
に長い時間録画する
ことができます。
  でも、なんと言っ
てもこのデザインは、私の知る限りではデ
ジカメ業界にはないもの。  デジカメは、普
通のカメラに比べて割高であることと、パ
ソコンというちょっと高級な道具とリンク
することを前提として考えられていること
から、高級志向で作られてきたんだと思い

ます。その結果、巷にあるデジカメは、い
かにも精密に作られてるぞ！ってな感じの
ものばかりが出回っています。ちょっとで
も落としたら壊れてしまいそうなガラスみ
たいな感じです。本当ならば、近所の公園
からアウトドアまで、どんな場面でも活用

するみたからに頑丈
なものとか、身近な
存在であってほしい
はずです。
  DSC-200 はそんな
普通の要求を満たし
てくれるものがあり
ます。
  デザイン的に見て、
すごく安心できるも
のがありますし、若
い人達からもウケが
良さそうなボディを
しています。高級志

向のデジカメは、毎日持ち歩くにはかなり
の抵抗がありますが、DSC-200なら全然OK
でしょう。まさに本来の「カメラ」がそこ
にあるのです。
  80万画素と、今の200～万画素数に比べ
ると、性能面で劣っているように見えます



が、私は逆にこのデジカメにはこれくらい
が丁度いいと思います。200 ～万画素も
あったら、撮影枚数に限りがでてしまいま
すし、なんせ庶民的なマシンに合った、庶
民的な画素数でしょう（ちょっとこじ付け
（笑）いやいや、本当にそう思っているので
す(^^;）。
  とにかく、お金を貯めて、早く買いたい
なー（なんちゅう終わりかた(^^;）-記事：
Yoshi
[1999/12/6現在]

SANYOホームページ
http://www.sanyo.co.jp/

⇒ピンクとブルーの色も選べる｡ただし限定生産
とのこと｡個人的にはピンクの方が合っていると
思う｡

⇒丸みのあるボディは､可愛らしさだけでなく､丈夫そうな感じがする｡



LLM STAFFの募集

定期的な作品の投稿をしてくださるスタッフを募集
しています。
投稿物の種類は次の通りです。
(1)詩
散文詩・歌詞その他詩と名のつく作品。
(2)詩に関する記事やエッセイ
詩に役立ちそうなホームページの紹介記事や詩につ
いて思うこと、批評等。
(3)デザイン関係のエッセイや記事
デザイン（種類は問いません）について思うこと、デ
ザイン性に優れたホームページの記事、批判等。

その他、新しいアイディア等の企画でもOK。

興味を持たれた方は、llm@mbc.nifty.comまで。



編 集 後 期

DTPは初心者で、色々戸惑ったりと大
変でしたが、どうにか作り上げること
ができました。
LLMのスタッフの連中が、就職活動や

ら何やらで、作品を書けそうにないと
いうことで、私個人の作品集みたいな
感じになってしまいました。特に代表
のIppei氏に至っては、個展を開くとい
うことで、かなり大変なようです。
まあ、とりあえずは出来たので「祝」

ということでまるーく収めておきま
しょう。(Yoshi)

編集後記編集後記編集後記編集後記編集後記
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